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総合的動機づけ診断に関する探索的研究
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問題 と 目的

動機づけ (Motivation)については、これまで多 く

の側面から検討がなされてきており、それら多 くの側

面から動機づけを測定する尺度が作成されてきている。

そのような動機づけに関する様々な側面は、個別に機

能 しているわけではなく、それらが総合的に機能 しな

がらある時点の動機づけを形作っているであろう。本

研究では、動機づけに関する様々な要因を包括的に捉

え、それらをもとに学習者の動機づけ像を 「総合的」

に把握する動機づけ診断を作成する。そして、そのよ

うな動機づけ診断の作成に際し、動機づけに効果的に

働きかける方法についての検討を行い、それを診断の

作成に反映させることで、動機づけへの援助との関連

のある診断とすることを目指す。

これまで様々な動機づけ理論において、それぞれ独

自の動機づけ要因に目を向けて動機づけの検討がなさ

れてきた。非常に大きく分けるならば、認知的要因、

感情的要因、環境的要因といった観点から基本的には

個別に動機づけ状態の検討が行われてきている。同様

に動機づけの測定についても、それぞれの観点から独

自に行われてきた。

しか し、これらの様々な研究の文脈で注目されてき

た個別の動機づけ要因は、1つ のみが単独で機能 して

いるというわけではなく、これらの要因が総合的に機

能 しながら、その時点での動機づけ状態を形作 ってい

ると考えられるであろう。そのため、学習者の動機づ

け像を正確に測定 しようとするならば、動機づけに関

わる様々な要因を網羅 した測定が必要となると考えら

れる。

また、動機づけについては様々な観点からの研究が

行われてきている一方で、効果的に動機づけを高める

方法を求める声 も大きいといえる。そのため、単に動

機づけの測定を行 うだけではなく、測定結果と動機づ

け援助とが密接に関わっていることが望ましいといえ

る。

本研究ではこれらの点をおゝまえ、総合的に学習者の

動機づけ像を測定する動機づけ診断を作成するととも

に、その診断が動機づけ援助への指針となるよう、援

助の方向性を考慮 しなが ら診断の作成を行うこととす

る。

そこで本研究では、まず、動機づけに関わる要因の

全体像を探索的に択えるため、ボ トムアップに動機づ

けに関わる要因について把握を試みる。中でも、学習

者がこれまでに体験 した、動機づけが高まった授業に

関する自伝的記憶動機づけをまとめることにより、動

機づけを促進する方法という観点から動機づけ要因の

全体像を把握する。そして、 この結果を動機づけ診断

の作成に反映させることで、動機づけ促進方法と密接

に関わる動機づけ測定尺度の開発を目指すこととする。
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【目  的 】

総合的に動機づけを測定する診断の作成に先立ち、

動機づけの促進に影響を及ぼす要因について幅広く探

索する。これまで動機づけ研究においては、動機づけ

を促進する確立した方法が未だ提案されていないが、

日々学校場面で行われている教育活動の中では、動機

づけを促進する優れた取り組みがすでに行われている

と考えられる。そこで、学習者が経験した、動機づけ

が高まった授業に関する自伝的記憶を集め、それをま

とめることで動機づけを促進する方法について把握す

ることを通して、学習者の動機づけに関わる要因につ

いてその全体的な把握を行う。そして、ここでの検討

によって見いだされた結果を用いて、動機づけ促進方

法と密接に関わる動機づけ測定尺度の開発の方向性を

探ることとする。
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